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微細な製品用の金型や部品の加工を高精度で行う際、必要と
なる工具刃先高さ位置（工具長）の変化を、ナノスケールで
非接触計測する装置開発と手法の検証を目的とした研究です。

概

要

○近接場光を用いた観測光学系を設計製作し、工具刃先を観測した結果、
局所検出高さ範囲が300 nm以内であることが実証された。

○ φ0.05 mm工具の刃先高さ位置（工具長）が、基準面から160 nm
の高さ範囲内において、 ±18 nm (2σ)の不確かさで測定され、
本手法の有効性が確認された。
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新しい工具長
測定装置の開発
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